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に 伴 う 医 事 課 の 役 割

－わかりやすい手続きのための支援を工夫して－
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目 的
自立支援制度：平成１８年４月より開始
これまで 制度更新は２年ごとに病院が手続きを代行

１年ごとに患者さま自身が役所で手続き

精神科の疾患特性により制度の理解が困難な

方や更新期限を把握できない患者さまは多い。

疾患特性に配慮し、医事課として制度の継続

利用のための支援を実施。

変 更 後

予 測
と

対 応

対 応 を 振 り 返 り 検 討 す る

自立支援制度の概要と
当院の利用者数

制度利用により外来医療費の自己負担金軽減

３割 ⇒ １割負担（病名、所得により上限あり）

１ヶ月平均 当院の外来患者数 約２３００名

当院自立支援制度 利用者数 約１０００名

１ヶ月平均 制度更新者数 約 ８０名

経済的負担が軽減されるため

制度継続利用者が多い。

統合失調症や気分障害、てんかんなど
重度かつ継続的に治療を要する精神疾患

方 法 １
有効期限を把握する（約１０００名）

自立支援受給者証には有効期間（１年）がある｡

患者さま自身が更新手続きを行わず

● 自己負担額の増加（１割 ⇒ ３割負担）

● 新たに新規申請となり手続きに時間がかかる

⇒ レセプトの提出遅れにもつながる

医事課として有効期限を把握する
患者さまを『有効期限切れ月』ごとに整理し把握。
掲示や個別に通知をするための準備をする。

期 限 が 切 れ て し ま う と・・・

方 法 ２
掲 示 物 でお知らせをする

患者さま自身の意識づけ

有効期限３ヶ月前より

更新できるため、お知

らせを窓口に掲示。

診断書が必要であるこ

とも明記する。
（更新可能な３ヶ月分の人を対象としたお知らせ）

掲示をしていても・・・

知らなかった、教えてくれなかった

などのクレームがあった。

方 法 ３
個別お知らせ用紙の 工 夫
更新が必要な人だけを対象に

個 別 に 渡す用紙

①更新説明書と診断書依頼用紙
を合体させた

②この用紙に診断書作成の際に
必要な情報を設問として取り
入れ、効率よく活用した

③説明書に期限切れの日と料金
を記載し患者さま控えとした
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しかし・・・用紙を渡すだけでは・・

問い合わせが殺到！

（どうすればいいの？）

説明のため窓口の混雑が発生！

（意味がわからない！）

文書の内容を簡単にし、口頭で説明をする。

●協力スタッフを増やした（デイケア・医療相談室）

●多職種で複数回の個別説明を根気よく行う

対 応 を 工 夫

方 法 ４
持ち物お知らせ用紙の工夫
手続きには必要な持ち物が多く、各市・区役所に行

かなければならない。患者さま自身での手続きは

始めての方も多く、不安や疑問の声が上がる。

申請時の持ち物と申請

方法をわかりやすく説

明した文書を診断書に添付して渡し、口頭説明を加える。

理解の混乱を避けるため、配布物を工夫し、

２段階に分けて手続きの方法を説明した。

結 果

① 自立支援受給者証の ② 自立支援受給者証の

有効期限を知っているか 更新手続きの方法を知っているか

知っている
63%

知らない
37%

知っている
74%

知らない
26%

● 説明を求める患者が激減、窓口の混雑が解消
● 更新手続きを自ら申し出る人が増えた
● 期限切れした患者さまは少数（１２人以下）

３年後のアンケート結果では・・

約６割の人が有効期限や更新手続き方法を理解して
いることがアンケート結果から確認できた

考 察
● 制度変更の準備期間内に医事課で話し合い、患者

さまの混乱や窓口でのトラブルを予測し、意識を統
一して対応することができた。

● 精神科の疾患特性を配慮し、患者さまの立場に
立った説明や段階を踏む対応が効果的であった。

● 制度変更を機会に、患者さまの制度に対する理解
が高まり、自分自身で行動するという自立に結びつ
いた。

今後も患者さまの立場に立った対応を心がけ、
医事課としての支援を工夫していきたいと考え
ています。


